
読売新聞 ”ユう 年 7 月／ら日 付

＊
こ
の
記
事・
写
真
は
読
売
新
聞
社
の
許
諾
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す。

主
要
国
が
先
端
技
術
分
野
の

支
扱
や
気
候
変
動
対
応
の
促
進

な
ど、
大
規
膜
な
産
業
政
策
を

展
開
し
て
い
る。

米
国
は、
半
導
体
の
国
内
開

発•
生
産
を
推
進
す
る
「
C
H

I
P
S・
科
学
法」
に
よ
る
7

兆
円
超
の
投
資
支
援
を
実
施
し

つ
つ
あ
る。
さ
ら
に、
イ
ン
フ

レ
抑
制
法
に
基
づ
い
て、
気
候

変
動
対
応
な
ど
に
10
年
間
で
60

兆
円
規
模
の
補
助
を
行
お

うと

地
球
を

読
ザ

伊藤 元重

東大名音教授

産業政策の復活

し
て
い
る。

一
方、
欧
州
連
合
(
E
u)

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

打
撃
を
受
け
た
経
済
の
「
復
興

パ
ッ
ケ
ー
ジ」
と
し
て、
グ
リ

ー
ン
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に

3
0
0
兆
円
規
模
の
予
算
を
準

備
し
て
い
る。

こ
う
し
た
大
規
摸
な
産
業
政

策
の
背
景
に
は、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
に
経
済
成
長
を
実
現
す

る
こ
と
へ
の
意
気
込
み
と、
地

政
学
的
リ
ス
ク
ヘ
の
対
応
が
あ

る
の
は
明

らか
だ。

大
規
換
な
投
資
支
援
策
に
取
り

組
み
始
め
て
い
る。

主
要
国
で
は
少
し
前
ま
で、

民
間
の
活
動
に
政
府
は
関
与
す

べ
き
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方

が
主
流
の
よ
う
に
見
え
た。
し

か
し
近
年
は、
政
府
が
財
政
や

「
市
場
の
失
敗
是
正
し
成
長

日
本
も、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
図
る
G
x
（
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン）

に
向
け
て、
新
た
な
国
債
「
G

X
経
済
移
行
債」
で
調
達
す
る

20
兆
円
を
活
用
し、
10
年
で
1

5
0
兆
円
の
気
候
変
動
対
応
投

資
を
促
す。
半
導
体
分
野
で
も

税
制
な
ど
を
使
っ
て
民
間
の
経

済
活
動
を
支
援
す
る
「
産
業
政

策」
の
復
活
が
目
に
付
く。
な

ぜ、
こ
う
し
た
流
れ
に
な
っ
た

の
だ
ろ

うか。

気
候
変
動
対
応
で、
政
府
に

よ
る
市
場
へ
の
介
入
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い。

地
球
湿
暖
化
は
壮
大
な
規
膜
の

「
市
場
の
失
敗」
だ。
政

府が

何
ら
か
の
介
入
を
行
わ
な
い
限

り、
正
し
い
資
源
配
分
を
実
現

す
る
の
は
難
し
い。

過
去
か
ら
未
来
に
か
け
て、

世
界
中
の
人
々
が
加
害
者
で
も

被
害
者
で
も
あ
る
地
球
規
膜
の

失
敗
を、
ど
う
す
れ
ぱ
是
正
で

き
る
か。
排
出
櫂
取
引
を
通
じ

た
市
場
価
格
の
修
正
や、
環
境

に
優
し
い
事
業
に
投
融
資
す
る

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス」

の
活
用
な
ど
い
く
つ
か
の
手
法

が
有
効
と
な
る。
産
業
政
策
に

無
断
転
載、
複
製
を
禁
じ
ま
す。

よ
っ
て
気
候
変
動
対
応
の
民
間

投
資
を
刺
激
す
る
こ
と
も
m
要

な
手
段
と
い
え
る。
こ
れ
ら
に

は、
経
済
成
長
を
促
す
効
果
も

期
待
で
き
る。
米
欧
の
大
規
模

な
投
資
支
援
策
に
は、
そ
う
し

た
狙
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う。

日
本
が
コ
ロ
ナ
前
か
ら
続
い

た
長
期
停
滞
か
ら
脱
出
す
る
に

は、
民
間
投
資
を
大
き
く
増
や

す
必
要
が
あ
る。
日
本
で
デ
フ

レ
が
続
き、
所
得
や
生
産
性
が

伸
び
な
か
っ
た
の
は、
国
内
で

の
投
資
が
低
調
だ
っ
た
こ
と
が

大
き
い。
所
得
と
生
産
が
と
も

に
培
え
る
好
循
環
を
回
す
た
め

に
も、
国
内
投
資
の
拡
大
は
欠

か
せ
な
い。

A
2
面
に
続
く
＞



1 面の続き
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まれ。

B天納授、

学函就
大
教

授な
どを
歴
任。
専
門
は国
際
経

済学°
著
書
に
「
東大
名
物
教授

の
熱
血
セ
ミ
ナ
ー
日
本
経
済
を

『
見
通
す』
力」
「
経
済
大
変
動」

な
ど。

導
体
企
業
を
育
て
よ
う
と
大
規
い
は
日
本
国
内
で
の
開
発•
生

狡な産業
政
策
を
展
開
し
て
き
産
を
拡
大
さ
せ
な
く
て
も、
米

た。
日
本
も、
1
9
8
0
年
代
韓
台
か
ら
輪
入
す
れ
ば
い
い
と

に
半
導
体
産
業
の
大
規

模な育
の
見
方
も
あ
る
か

らだ。
か
つ

成
策
を
講
じ、
国
際
競

争力
を
て
の
日

米半
導
体
摩
擦
で、
米

確
保
し
た。
と
こ
ろ
が、
米
国
国
は、
日
本
政
府
に
よ
る
過
度

9

1

9

,

'

と
の
間
で
激
し
い
貿
昴
摩
撼
が
な
国
内
支
援
が
公
正
な

競争
を

政
府
の
産
業
政
策
に
よ
っ
て
日
本
企
業
だ
け
で

なく
台
湾、

起
き、
そ
の
後、
半
導
体
の
設
妨
げ
て
い
る
と
批
判
し
た。

民間
投
資
が
促
進
さ
れ
れ
ば、

韓
国、
米
国
な
ど
の
企
業
も、

計
や
デ
ザ
イ
ン
で
米
国
の
後
塵

た
だ、
最

近は
そ
う
し
た
見

マ
ク
ロ
経
済
的
な
影
響
は
非
常
日
本
で
の
活
動

拡大
に
関
心
を
を
拝
し、
生
産
は
韓
国
や
台
湾
方
に
変
化
が
起
き
て
い
る。
半

に
大

きく
な
る。
対
象
が
気
候
示
し
て
い
る。

に
後
れ
を
と
っ
た。

導
体
そ
の
も
の
の
重
要
性
が
こ

変
動
対
応
で
あ
れ
半
導
体
で
あ

パ｝
這護い
び
半
導
体
民
間
投
資
引
き
川
せ

も
期
待
で
き
る。

気
候
変

動対
応
の
た
め
の
産

半
導

体は、
気
候
変
動
と
は

そ
う
し
た
中、
「
産
業
の
コ

れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る

業
政
策

は良
い
と
し
て
も、
半
別
の
意
味
で
大
規

模な
「
市
場
メ」
と
し
て
半
導
体
の
重
要
性
こ
と
に
加
え、
地
政
学
的
な
理

導
体
の
よ
う
な
先
端
分
野
で
同
の
失
敗」
を
起
こ
す
分
野
で
も

はます

ます
高
ま
っ
て
い
る。

由
か
ら
国
内
で
半
導
体
産
業
を

様
の
政
策
を
行
う
正
当
性
は
あ
あ
る。
開
発•
生
産
に
お
い
て

米中
対
立
と
い
う
地
政
学
的
な
維
持
す
る
必
要
性
が
増
し
て
い

る
の
だ
ろ

うか。

規
模
の
経

済が
働
く
か

らだ。

構
図
を
背
景
に、
産
業
政
策
に
る
た
め
で
あ
る。

先
端
技
術
分
野
は、
気
候
変
他
社
に

先駆
け
て
大
規
模

な生
よ
っ
て
日
本
国
内
の
半
導
体
生

さ
ら
に、
半
導
体
分
野
で
国

動
以
上
に
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
産
体
制
を
築
い
た
企
業
は、
よ
産
が
テ
コ
入
れ
さ
れ

ると
の
期
境
を
超
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分

影
響
を
受
け
る。
そ
の
象
徴
で
り
高
度
な
技
術
を
獲
得
す
る
と

待が膨

らん
で
い
る。

業
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も、

あ

る半
導

体は、

米中
対
立
が
と
も
に
コ
ス

トを
大
編
に
下
げ

政
府
の
介
入
は、
気
候
変
動
産

業政
策
の
あ
り
方
を
変
化
さ

強
ま

る中
で、
日
本
国
内
に
生
る
こ
と
が
で
き、
他
の
追
随
を
対
応
で
は
正
当
化
で
き
そ
う
だ
せ
た。
日
本
の
産
業
政
策
に
よ

産
拠
点
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ

なく
な
る。

が、
半
導
体
の
場
合
は
意
見
が
っ
て
日
本
国
内
で
の
活
動
を
拡

一

段と
重
要
と
な
っ
て
き
た。

従
っ
て、
各
国・
地
域

は半
分
か
れ
る。
日

本企
業、
あ
る
大
で
き
る
の
は、
日
本
企
業
に

ヽ噸

＊
こ
の
記
事・
写
真
は
読
売
新
聞
社
の
許
諾
を
得
て
転
載
し
て
い
ま
す。

と

どま

らな
い。
米
国
や
台
濾
の、
投
資
を

増やす
こ
と
は
で

の
企
業
も
産
業
政
策
の

恩恵を
き
な
か
っ
た。

受
け
る
の
だ。

投
資
の
貧
弱
さ
は
供
給
サ
イ

い
ず
れ
に
せ
よ、
技
術
革
新
ド
に
も
影
響
し
た。
生
産
性
の

ゃ
「
規
製
の
経
済」
が
強
く
働
伸
び
は
緩
や
か
で、
生
産
能
力

く
半
導
体
の
よ
う
な
産
業
で、

の
拡
大
も
鈍
か
っ
た。
規

制緩

ど
こ
ま
で
産
業
政
策
に
よ
る
テ
和
や
成
長
戦
略

は力
不
足
で、

コ
入

れが
正
当
化
で
き
る
か、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
財
政
出
動
も、

古
く
か
ら
議
論
の
対
象
と
な
っ

危
機
対
応
の一
時
的
な
カ
ン
フ

て
き
た。
産

業政
策
は
う
ま
く
ル
剤
に
と

どま
っ
た。

機

能因
と
は
限

らな
い。
市

政
府
に
よ
る
財
政
出
動
が
必

場
の
失
敗
と
同
じ
よ
う
に、
政
要
だ
と
し
て
も、
そ
れ
は
最
終

府
の
失
敗
も
あ
る。

的
に
民
間
投
資
を
促
す
政
策
で

と
は
い
え、
技
術
革
新
の
動
な
く
て
は
な

らな
い。
政
府
の

向

や半
導
体
の
重
要
性、
地
政
産
業
政
策
に
は、
そ
う
し
た
効

学
的
な
問
題
な

どを
考
え
合
わ
果
が
期
待
で
き
る。

せ
る
と、
政
策
的
な
閲
与
に
よ

産
業
政
策
の
是
非
を
考
え
る

る
失
敗
よ
り
も、
市
場
に
委
ね
と
き、
気
候
変
動
問

題や先
端

る
こ
と
に
よ
る
失
敗
の
方
が、

技
術
分
野
の
競

争力
と
い
う
涸

可
能
性

は高
そ
う
だ。

別
の
問
題
も
重
要
だ
が、
同
時

す
で
に
述
べ
た
通
り、
日
本
に、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
中

経

済が
30
年
停
滞
し
た
大
き
な
で
経
済
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
を
ど

欝
は、
民
間
投
資
の
弱
さ
で
の
よ
う
に

置
し
て
い
く
の
か

あ
る。
こ
れ
が
マ
ク
ロ
経
済
の
と
い
う、
マ
ク
ロ
的
な
視
点
も

需
要
不
足
を
生
み、
デ
フ
レ
の
持
た
ね
ば
な

らな
い。

原
因
と
な
っ
た。
金
融
緩
和
策

一
英
文
は
金
暉
日
の
ジ
ャ
パ
ン．

＿

で
需
要
を
作
ろ

うと
し
た
も
の

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
予
定
で
す

無
断
転
載、
複
製
を
禁
じ
ま
す。


